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したがって、 00 y のとき、 P における接線 l は 
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)0,(aP のとき、接線は ax  であるから、 00 y でも成立。 

l と漸近線 x
a

b
y  との交点を ),( 11 yxQ とすると 
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l と漸近線 x
a

b
y  との交点を ),( 22 yxR とすると 
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l と xと軸との交点は
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したがって、 S は点 P の取り方によらず、 ba, によって定まる。(証明終) 

 

(2) 

teu  とおくと 0u で、
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増減は右の通りで、 )(uS は
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13 u 、
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u のとき最小。 

求める最小値は 
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